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今回事業評価を実施する理由
⚫新たに整備箇所を追加したため

※ 「国土交通省所管公共事業の再評価実施要領」の第３ １（５）「社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生
じた事業」に該当。

※ 前回評価（令和２年度）以降、５年を経過していないものの、以上理由により再評価を実施。

【前回再評価（令和２年度）からの主な変化】

◼総便益の変化
• 新規事業箇所の追加による増
• 現在価値化基準年の違いによる変化

• 個別完了箇所評価を実施した箇所は費用便益分析の対象外となったことによる変
化※

◼総費用の変化
• 新規事業箇所の追加による増
• 現在価値化基準年の違いによる変化

• 個別完了箇所評価を実施した箇所は費用便益分析の対象外となったことによる変
化※

◼B/Cの変化
• 以上の要因によりB/Cが変化

※総合水系環境整備事業では、令和４年度に実施する事業評価から、事業計画の変更により当該事業計画外の整備内容で個別完了箇所評価を
実施した箇所については、評価対象として計上しないものとしている。

はじめに
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総合水系環境整備事業では、令和４年度に実施する事業評価から、事業計画の変更により
当該事業計画外の整備内容で個別完了箇所評価を実施した箇所については、評価対象とし
て計上しないものとしている。

整備箇所Ａ

整備箇所Ｂ

整備箇所Ｃ

整備箇所D

個別箇所評価 完了

個別箇所評価 完了

継続

新規

事業計画変更

【変更前】
・全箇所を評価対象にＢ／Ｃ算出

【変更後】
・継続事業及び新規事業のみ計上

・個別完了箇所評価を実施した箇所は
評価対象として計上しない

総合水系環境整備事業の事業評価に係る運用の変更について
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１．事業を巡る社会情勢等の変化

（１）地域開発の状況
・渡良瀬川は、栃木県日光市の皇海山（標高2,144m）に発し、茨城県古河市にて利根川に注ぐ一級河川です。
・流域には、JR両毛線や東武伊勢崎線、東北縦貫自動車道、北関東自動車道、国道50号などの基幹交通が整備されており、
渡良瀬川やその支川に沿って人口・資産が集積しています。
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渡良瀬川流域図 ◼渡良瀬川流域の土地利用は、山地等が約72%、田・畑等の
農地が約11%、宅地等の市街地が約15%である。

◼約50年間で、市街地が増加し、田が減少している。

渡良瀬川の土地利用（国土数値情報：昭和51年、平成9年、令和3年）

■流域関連市町の人口※2

について、2010年以降
減少傾向が見られる。

人口の推移

土地利用

※2出典：2020年以前は「国勢調査」、
2025年以降は「日本の地域別将来
推計人口（2023年推計）」）

昭和51(1976)年 平成9（1997）年 令和3（2021）年

8.8%
4.8%

11.5%

72.4%

2.6% 11.2%
3.7%

10.0%

72.4%

2.7%
14.7%

2.8%
7.9%

72.2%

2.5%

＜流域の諸元＞
◆全流域面積  ：約2,621k㎡※1

◆幹川流路延長：約111.7km※1

◆流域内人口  ：約124万人※1
※1出典：第11回河川現況調査

（調査基準年：平成27年）



イベント（Vélo.Ashikagaサイクルフェスタ）の開催

整備イメージ（休憩スポット）

※整備後に設置する休憩施設
等は、足利市により設置

側帯

旗川

１．事業を巡る社会情勢等の変化

（２）地域の協力体制・関連事業との整合
・国土交通省では、河川空間を活かした地域の賑わいの創出を目指す取組として、平成21年度に「かわまちづくり」支援制度を創設し、
市町村等からの申請を受けて計画の登録を行い、ハード・ソフトの両面から支援を行っています。

・「五十部・岩井地区かわまちづくり」（平成26年3月登録・令和2年3月変更登録）では、足利市五十部地区（本町緑地地区）に国で整備し
たスペースを都市・地域再生等利用区域に指定し、足利市の公募により選定された民間事業者の施設整備・運営による「河川空間の
オープン化」を進めています。

・「足利市かわまちづくり」（令和6年8月登録）では、「足利サイクルツーリズム推進事業」における渡良瀬川堤防等の活用として、国が側
帯や管理用通路等を整備し、足利市が休憩施設や案内看板等を整備することで、訪れるサイクリストの増加や市内回遊性の向上を図
ることにより、周辺の地域資源、観光資源とも連携した更なる活性化を目指しています。

・また、「渡良瀬川上流特定構造物改築事業（中橋）」により、治水安全度が向上すると共に、側道橋が自転車・歩行者専用となり、左右
岸のアクセスが大幅に改善されることから、より一層、魅力ある水辺空間の整備が求められます。

4

五十部地区（本町緑地地区） 現況（R6.7）

渡良瀬川

※足利市による公園施設整備
実施中（R6.11まで）

整備イメージ（わたらせリバープラザHPより）

■五十部・岩井地区かわまちづくり ■足利市かわまちづくり

階段

坂路

■渡良瀬川上流特定構造物改築事業（中橋）

中橋 現況（R6.8）

整備イメージ（架け替え後）

自転車・歩行者の
通行環境が改善

渡良瀬川



１．事業を巡る社会情勢等の変化

（３）河川環境等をとりまく状況

【景観】
・長い年月を経て地域のシンボルともなっている渡良瀬川は、
風情ある自然環境を有しているとともに、渡良瀬川とともに
育んできた地域の歴史・文化等や周辺の田園風景等とも
融和した多様な河川景観の保全・継承が望まれています。

【水質】
・昭和35年から渡良瀬大橋等で水質測定を開始し、定期的に測定を
実施しています。生物化学的酸素要求量「ＢＯＤ」（75％値）で評価
すると、近年では全地点で環境基準を達成しています。
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オオヨシキリハリエンジュ群落（外来種）

雌のサケ（福寿大橋下流）

渡良瀬川のBOD75%値の経年変化 （「関東地方一級河川の水質現況」より）

渡良瀬川の夕日（渡良瀬橋）

渡良瀬川上流部の礫河原環境

【自然環境】
・源流から上流域では、深い渓谷をなし、草木ダムのダム湖には、イ
ワナ、ヤマメ、ニジマスをはじめとする魚類の生息が確認されてい
ます。

・上流部では、礫や玉石等からなる礫河原が見られ、カワラヨモギ等
の植物が生育し、イカルチドリ等の鳥類が生息しています。また、
河川には瀬と淵が連続し、ヤマメ等が生息するとともに、サケが遡
上し多くの産卵床が確認されています。

・しかし、かつていたる所で見られていた礫河原は、河床低下による
澪筋の固定化等により攪乱頻度が減少するとともに、外来種である
シナダレスズメガヤ等の植物の侵入やハリエンジュ等による樹林化
の進行により減少し、礫河原を生息・生育・繁殖環境としている固
有の動植物が減少しています。

・下流部では、緩やかな流れとなり、河道は低水路と高水敷が明確と
なります。水際には、ヨシやヤナギ類等の湿生植物群落が見られま
す。また、ヨシ、オギ等の草地を利用するオオヨシキリ、セッカ等の
鳥類が生息・繁殖しています。
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１．事業を巡る社会情勢等の変化

（４）河川の利用状況
・上流部ではアユ釣りが行われており、高水敷にはわたらせウオーターパークが整備されています。下流部の高水敷にはグラ
イダー場も整備されています。

・高水敷にはグラウンド、公園、ゴルフ場等が多く、散策やスポーツに広く利用されています。また、桐生市から栃木市に至る
堤防天端は、サイクリングロードとして多くのサイクリストに利用されています。一方、サイクリストの休憩場所やかわとまちと
の結節点となる拠点施設の整備が求められています（足利市かわまちづくりの登録）。

・河川環境整備の一環として、松原橋公園水辺の楽校、桐生川水辺の楽校等、地域住民や子供達が安心して自然と楽しむ事
が出来る整備事業を推進しており、今後も魅力ある水辺空間の整備等を進めていくことが期待されます。

散策イベント（足利春ウォーク）散策の様子

6出典：河川水辺の国勢調査
桐生川水辺の楽校

高水敷の利用（グラウンドゴルフ）わたらせウオーターパーク

サイクリングの様子



２．事業の進捗状況と見込み等

【水環境】
水質汚濁が進んでいた矢場川等において、流域の関係者と一体となって、浄化導水、河川浄化施設の整備等を組み合わせ
て実施し、水環境の改善を図りました。

【水辺整備】
地方公共団体や地元住民との連携の下、地域の活性化や河川での環境学習、自然体験活動等に資する水辺の整備・利活
用計画等が作成された箇所において、活動目的に合わせて誰もが安全かつ容易に利用できるよう、まちづくりと一体となった
魅力ある水辺空間の整備を実施しています。

再評価
評価単位

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 事業期間 備考

利
根
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

(

渡
良
瀬
川
環
境
整
備
）

水
環
境

渡良瀬川
Ⅰ.蓮台寺川浄化事業

取水施設、
導水管設置：750m

S56～S59

完了評価済
(H26)

Ⅱ.袋川浄化事業 浄化施設：1箇所 H4～H16

矢場川 Ⅲ.矢場川浄化事業 浄化施設：3箇所 H5～H16

水
辺
整
備

矢場川
Ⅳ.矢場川憩い・ふれあい
ネットワーク整備

基盤整備等：5箇所
管理用通路整備：8.5km

H18～H20

桐生川 Ⅴ.桐生川水辺環境整備 水辺の楽校：1箇所 H17～H21

渡良瀬川 Ⅵ.渡良瀬川環境整備

緩傾斜堤防：1.93km
坂路整備：7箇所
管理用通路整備：0.9km
基盤整備：39,700m2

H8～R9 継続箇所

渡良瀬川
旗川

矢場川
Ⅶ.足利市かわまちづくり

側帯整備：1箇所
管理用通路整備：約10.1kｍ
坂路整備：4箇所

R7～R15 新規箇所

【実施事業】

（１）事業の目的と計画の概要

Ⅶ.足利市かわまちづくり イメージⅣ.矢場川憩い・ふれあいネットワーク整備 Ⅴ.桐生川水辺環境整備 Ⅵ.渡良瀬川環境整備

凡例

：水環境（完了評価済み）

：水辺整備（継続・新規）

：水辺整備（完了評価済み）
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２．事業の進捗状況と見込み等

（２）事業の進捗状況（完了箇所）

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間 備考
全体計画 H26年度末

水環境
渡良瀬川

Ⅰ.蓮台寺川浄化事業 取水施設、導水管設置、モニタリング ㎞ 0.75 0.75  （S59完了） S56～S59

完了評価済

（H26）

Ⅱ.袋川浄化事業 浄化施設、モニタリング 箇所 1 1  （H16完了） H4～H16

矢場川 Ⅲ.矢場川浄化事業 浄化施設、モニタリング 箇所 3 3  （H16完了） H5～H16

水辺

整備

矢場川
Ⅳ.矢場川憩い・ふれあい
ネットワーク整備

基盤整備等 箇所 5 5  （H20完了）
H18～H20

管理用通路整備 ㎞ 8.5 8.5  （H20完了）

桐生川 Ⅴ.桐生川水辺環境整備
水辺の楽校 （緩傾斜坂路4箇所、階段3箇
所、管理用通路整備・堤防天端舗装一式）

箇所 1 1  （H21完了） H17～H21

渡良瀬川

取水口

放流口

導水管

蓮台寺川

Ⅰ.蓮台寺川浄化事業

１） 【水環境】 Ⅰ.蓮台寺川浄化事業、Ⅱ.袋川浄化事業、Ⅲ.矢場川浄化事業
２） 【水辺環境】 Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいネットワーク整備、 Ⅴ.桐生川水辺環境整備

②土壌浸透施設

①礫間接触
酸化施設

  施設内の水の流れ
袋川 取水放流

Ⅱ.袋川浄化事業

ひも状接触浄化施設

Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいネットワーク整備

Ⅴ.桐生川水辺環境整備

階段

堤防天端舗装

袋川

川崎橋

Ⅲ.矢場川浄化事業

【Ⅰ.蓮台寺川浄化事業、Ⅱ.袋川浄化事業、Ⅲ.矢場川浄化事業】
平成16年度までに事業が完了し、渡良瀬川、矢場川の浄化施設の整備等により水環境の改善を図りました。

【Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいネットワーク整備】
平成20年度に基盤整備等の事業が完了し、地域における水辺の交流拠点の整備、ネットワークの形成を図りました。

【Ⅴ.桐生川水辺環境整備】
平成21年度に緩傾斜坂路、階段、管理用通路・堤防天端舗装の事業が完了し、子どもたちの河川利用の促進、体験活動場
として活用されています。
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岩井地区

区間調査【33.0～34.4k右岸】※3 より推計

２．事業の進捗状況と見込み等

渡良瀬川環境整備では、地域における水辺の交流拠点、ネットワークの形成として、3地区で実施しています。
・足利地区は、平成17年度に整備完了（緩傾斜堤防 約1.8km、坂路整備１箇所等）しました。
・岩井地区は、令和元年度に整備完了（基盤整備 約39,700m2、坂路整備2箇所等）しました。
・五十部地区は、令和4年度に整備完了（管理用通路整備500m、坂路整備4箇所）し、令和8年度までモニタリング
調査を実施します。

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間
全体計画 R6年度末 残

水辺
整備 渡良瀬川

Ⅵ.渡良瀬川
環境整備

足利地区
緩傾斜堤防 ｋｍ 1.77 1.77（H17完了） －

H8～R9

坂路整備 箇所 1 1（H17完了） －

岩井地区

緩傾斜堤防 ｋｍ 0.16 0.16（R1完了） －

基盤整備 ㎡ 39,700 39,700（H29完了） －

坂路整備 箇所 2 2（R1完了） －

管理用通路整備 ｋｍ 0.4 0.4（H29完了） －

五十部地区
管理用通路整備 ｋｍ 0.5 0.5（R1完了） －

坂路整備（階段等含む） 箇所 4 4（R4完了） －

●足利地区（Ｈ17整備済み） ●岩井地区（R1整備済み）

（３）事業の進捗状況（継続箇所）
 １） 【水辺整備】 Ⅵ.渡良瀬川環境整備

緩傾斜堤防・階段による利用推進
（モニタリング調査済）

基盤整備による利用推進
（モニタリング調査済）

渡良瀬川

渡良瀬川

整備後

整備前

整備後

整備前

階段

平場

坂路

●五十部地区（R4整備済み）

整備前

階段

坂路

整備後

基盤整備による利用推進
（モニタリング調査中）

急な法面と凹凸がある
護岸により、川へアク
セスしにくい

高水敷に樹木や草木が
繁茂し、平場が無いた
め利用しにくい

周辺に滞在できるような
施設がなく、河川敷活用
のニーズが高まっている

足利市による公園施設
整備実施中（R6.11まで）

渡良瀬川

渡良瀬川

渡良瀬川

【岩井地区モニタリング結果（R2～R4実施）】

整備前

整備後

R2.R3は新型コロナウイルスの影響により
利用者数が減少したが、R4から増加傾向

利用状況（R4.5）
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※1：岩井地区はH31（R1）10月1日以降、
供用が開始されている。

※2：R2年度の春季・夏季の観測値（推
計）は、H31年度とR2年度における
利用者数の比（秋季・冬季の実測値
の平均の比、各利用形態別）を用い
て、H31年度の春季・夏季の利用者
数から推計している。

※3：事業実施箇所【33.3～33.7k右岸】を
含む区間観測範囲の結果をもとに
年間推計利用者数を推計している。



２．事業の進捗状況と見込み等

足利市かわまちづくり計画に基づき、渡良瀬川堤防等を活用したサイクリング・散策のための環境整備として、休
憩スポットや安全で快適なサイクリングロード・散策路としても利用可能な側帯整備や管理用通路整備等を令和7
年度より実施します。

（４）事業の見込み等（新規箇所）
１） 【水辺整備】 Ⅶ.足利市かわまちづくり

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間
全体 R6年度末 残

水辺整備
渡良瀬川

旗川
矢場川

Ⅶ.足利市かわまちづくり

側帯整備 箇所 1 － 1

R7～R15管理用通路整備 ㎞ 10.1 － 10.1

坂路整備 箇所 4 － 4

整備箇所
国土交通省の

整備内容

休憩
スポット

①松田川合流点付近 坂路整備

②栄町～岩井町 管理用通路整備

③旗川合流点付近 側帯整備

④野田町 坂路整備

⑤矢場川沿川 管理用通路整備

スロープ
①鹿島橋

坂路整備、
管理用通路整備

②福猿橋
坂路整備、
管理用通路整備

サイクリングロード・散策路 管理用通路整備

●休憩スポット整備イメージ（旗川合流点付近：側帯整備）

●スロープ整備イメージ（福猿橋：坂路整備、管理用通路整備）

整備前

旗川

休憩スポットのない状況

整備前

渡良瀬川

道路を横断する必要がある状況

管理用通路が未整備の状況

整備後

道路横断がなくなり、安全に走行可能

管理用通路を整備

渡良瀬川

※整備後に設置する案内看板等は、足利市により設置

整備後

休憩スポットの確保

※整備後に設置する休憩施設等は、足利市により設置

旗川

10

坂路

管理用通路

側帯



３．事業の投資効果

（１）費用対便益の算定方法

事業の選定

・予備調査の実施
・適正な本調査手法の選定
・受益範囲の設定

本調査の実施（CVM）

総便益（B）の算定
評価対象期間：整備期間＋５０年間
現在価値化の基準時点

：評価時点
社会的割引率：４％

（参考）１％、２％
残存価値：評価期間終了時の
現在価値化した建設費の１０％

整備期間と投資計画の想定

経済性の評価
費用対効果（B/C）
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総費用（C）の算定
評価対象期間：整備期間＋５０年間
現在価値化の基準時点

：評価時点
社会的割引率：４％

（参考）１％、２％



３．事業の投資効果

・前回評価より、5km圏を受益範囲として設定しま
した。

（２）費用便益分析（渡良瀬川環境整備）
１）受益範囲の設定

項 目

水辺整備

Ⅵ.渡良瀬川環境整備

受益範囲 整備地区から5ｋｍ圏

受益世帯数※1
世帯数：35,794世帯

（R2国勢調査）

調
査
概
要

調査方法 Webアンケート※2

①回収数 518票

②有効回答数

（②/①：有効回答率）

403票

（77.8％）

支払い意思額

（ＷＴＰ）

月・世帯当たり

281円

項 目

水辺整備

Ⅵ.渡良瀬川環境整備

基準年 令和6年度

評価期間 整備期間＋50年間

総

費

用

（Ｃ）

①建設費 50億円

②維持

管理費
0.27億円

③総費用 50億円

総便益（Ｂ） 55億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1

２）支払意思額 ３）費用便益比

受益範囲（整備地区から5km圏）

■社会情勢等の大きな変化がないため、
受益範囲は前回評価時を踏襲する。

※予備調査の概要
調査範囲 ： 10㎞（1㎞毎に集計）

調査手法 ： Webアンケート

回収数 ： 417票
有効回答数： 290票

有効回答率： 69.5％

※1：整備箇所間の重複部分の世帯数を按分した数値を示す。
※2：渡良瀬川環境整備のアンケートは令和2年度に実施し、

調査概要、WTPは令和2年度評価時点の値である。
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変化点
５ｋｍ

【利用率】



３．事業の投資効果

・予備調査結果より、来訪頻度の変化点がみら
れる８km圏を受益範囲として設定しました。

（３）費用便益分析（足利市かわまちづくり）
１）受益範囲の設定

項 目

水辺整備

Ⅶ．足利市かわまち

づくり

受益範囲 整備地区から8ｋｍ圏

受益世帯数※
世帯数：203,409世帯

（R2国勢調査）

調
査
概
要

調査方法 Webアンケート

①回収数 634票

②有効回答数

（②/①：有効回答率）

436票

（68.8％）

支払い意思額

（ＷＴＰ）

月・世帯当たり

318円

項 目

水辺整備

Ⅶ．足利市かわまち

づくり

基準年 令和6年度

評価期間 整備期間＋50年間

総

費

用

（Ｃ）

①建設費 10億円

②維持

管理費
0.71億円

③総費用 11億円

総便益（Ｂ） 117億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 10.5

２）支払意思額 ３）費用便益比

※予備調査の概要
調査範囲 ： 20㎞（2㎞毎に集計）

調査手法 ： Webアンケート

回収数 ： 420票

有効回答数： 243票

有効回答率： 57.9％

受益範囲（整備地区から８km圏）

【利用率】
変化点
８ｋｍ

※整備箇所間の重複部分の世帯数を按分した数値を示す。
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8km圏 凡例

渡良瀬川

受益範囲

整備範囲

8km圏



３．事業の投資効果

１）計算条件

（４）費用便益分析（水系全体）

基準年次 ： 令和６年度※1

分析対象期間 ： 整期備間＋５０年

便益の算定方法 ： ＣＶＭ（仮想市場評価法）
世帯数データ ： 令和２年国勢調査

受益範囲の世帯数： 水辺整備 ２４万世帯

事業費 ：   ３１億円（消費税込み）

総便益（Ｂ） ： １７２億円（４４８億円※2）

総費用（Ｃ） ： ６１億円（３２億円※2）
（消費税抜き）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）： ２．８

（参考）

社会的割引率１％ ： ５．６

社会的割引率２％ ： ４．３

基準年次 ： 令和２年度

分析対象期間 ： 整期備間＋５０年

便益の算定方法 ： ＣＶＭ（仮想市場評価法）

世帯数データ ： 平成２７年国勢調査

受益範囲の世帯数： 水環境 ２４万世帯
水辺整備 １０．７万世帯

事業費 ： １１１億円（消費税込み）

総便益（Ｂ） ： ５６３億円（４１５億円※2）

総費用（Ｃ） ： ３０３億円（１１６億円※2）
（消費税抜き）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）： １．９

［参考：前回評価（令和２年度）］

※1：令和6年度の費用便益分析では、「総合水系環境整備事業の事業評価の運用」の一部変更（R3.12）により、完了評価済み

 の箇所は、水系の事業計画から除外することとなったため、継続箇所（渡良瀬川環境整備）及び新規箇所（足利市かわまち

 づくり）で算定しています。
※2：基準年次における現在価値化前を示す。
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◆総便益（Ｂ）・沿川住民を対象としたＣＶＭアンケートにより支払い意思額（ＷＴＰ）を把握。
・ＷＴＰから年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値を付加して、総便益を算定。

◆総費用（Ｃ）・事業に係わる建設費と維持管理費を計上。



３．事業の投資効果

分野 河川名 個別箇所名 総費用
（Ｃ）

総便益
（Ｂ）

費用便益比
（Ｂ／Ｃ） 備考

水環境
渡良瀬川

Ⅰ．蓮台寺川浄化事業

－ － － 完了評価済
(H26)

Ⅱ．袋川浄化事業

矢場川 Ⅲ．矢場川浄化事業

水辺整備

矢場川 Ⅳ．矢場川憩い・ふれあい
ネットワーク － － － 完了評価済

(H26)

桐生川 Ⅴ．桐生川水辺環境整備 － － － 完了評価済
(H26)

渡良瀬川 Ⅵ．渡良瀬川環境整備 ５０億円 ５５億円 １．１ 継続箇所

渡良瀬川
旗川

矢場川
Ⅶ. 足利市かわまちづくり １１億円 １１７億円 １０．５ 新規箇所

合計
６１億円

現在価値化前
３２億円

１７２億円
２．８

（社会的割引率１％：５．６）
（社会的割引率２％：４．３）

※表示桁数の関係で計算値が一致しない場合があります。
※「総合水系環境整備事業の事業評価の運用」の一部変更（R3.12）により、完了評価済みの箇所は、水系の事業計画から除外することとなったため、

 継続箇所及び新規箇所で算定しています。

（４）費用便益分析（水系全体）

◆総便益（Ｂ）・沿川住民を対象としたＣＶＭアンケートにより支払い意思額（ＷＴＰ）を把握。
・ＷＴＰから年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値を付加して、総便益を算定。

◆総費用（Ｃ）・事業に係わる建設費と維持管理費を計上。
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４．コスト縮減や代替案立案等の可能性

・現場発生土（掘削土）の再利用により、コスト縮減を行っていきます。

・維持管理に当たっては、地元自治体や市民との協働によりコスト縮減に努めます。

地元自治会による堤防除草 住民との協働によるクリーンアップ作戦 16

・近接他工事の発生土砂を利用することによるコスト縮減
（足利市かわまちづくり）

縮減前 ： 購入土を利用 合計 3，100円／m3

縮減後 ： 発生土を再利用 合計 970円／m3

約46百万円のコスト縮減

盛土材使用量＝約21,400m3発生土運搬費※

約970円／m3

※整備箇所が複数あり、運搬距離は一様ではないが、土量の
比率から概算として平均3kmの運搬があると仮定して計上した。

購入土(運搬費込み）

3，100円／m3  



５．関係自治体等の意見

・再評価における県の意見は下記の通りです。

関係県 再評価における意見

栃木県

本県南部の県境を流れる渡良瀬川は、足利市をはじめ沿川市街地
にとって貴重な水辺空間となっています。

渡良瀬川の環境整備は、賑わいある良好な水辺空間の形成に資
することから、本事業の継続を要望します。
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６．今後の対応方針（原案）

（１）事業の必要性に関する視点

（２）事業の進捗状況・事業の進捗の見込みの視点

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

（４）今後の対応方針（原案）

①事業を巡る社会情勢等の変化

・渡良瀬川は、市街地における貴重な水辺空間となっています。広い河川敷はスポーツ広場等の利用の他、
サイクリングや散策等の憩いの場所として親しまれており、誰もが安全かつ容易に利用できる整備の必要性
が高まっています。

②事業の投資効果

・事業継続とします。
・当該事業は、河川空間を活用し、賑わいの創出に寄与するものであり、事業の必要性・重要性は高く、渡良
瀬川環境整備のモニタリングを継続し、足利市かわまちづくりを新規に実施することが妥当と考えます。

・地元自治体や市民との協働による維持管理等、地域と連携しながら一層のコスト縮減に努めます。

・今後の実施の目途・進捗の見通しについては、特に大きな支障はありません。
・今後も事業実施に当たっては、社会情勢等の変化に留意しつつ、関係機関や地元関係者等との調整を十分
に行い実施します。

令和６年度評価時 Ｂ／Ｃ Ｂ（億円） Ｃ（億円）

利根川総合水系環境整備事業

(渡良瀬川環境整備）
２．８ １７２ ６１
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